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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

１ 【主要な経営指標等の推移】 

(1) 当連結会計年度の前４連結会計年度及び当連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移 
 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 

 
(自 平成13年４月１日

至 平成14年３月31日)

(自 平成14年４月１日

至 平成15年３月31日)

(自 平成15年４月１日

至 平成16年３月31日)

(自 平成16年４月１日 

至 平成17年３月31日) 

(自 平成17年４月１日

至 平成18年３月31日)

連結経常収益 百万円 664,072 609,611 521,485 518,982 622,881

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

円 ― ― 69.39 53.22 56.10

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

百万円 667,097 1,248,055 △432,349 △2,412,177 △1,231,412
営業活動に"謔� 
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５．平成14年度から、「１株当たり純資産額」、「１株当たり当期純利益(又は当期純損失)」及び「潜在株

式調整後１株当たり当期純利益」(以下「１株当たり情報」という)の算定に当たっては、「１株当たり当

期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号)及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準適用指針第４号)を適用しております。 

  また、これら１株当たり情報の算定上の基礎は、「第５ 経理の状況」中、１「(1) 連結財務諸表」の

「１株当たり情報」に記載しております。 

６．連結自己資本比率は、銀行法第14条の２の規定に基づく大蔵省告示に定められた算式に基づき算出して

おります。なお、当社は国際統一基準を採用しております。 

７．連結自己資本利益率については、純損失が計上された該当期においては記載しておりません。 

８．合算信託財産額は、「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づき信託業務を営む連結会社毎

の信託財産額(平成14年度からは職務分担型共同受託方式により受託している信託財産を含む)を合算して

おります。なお、連結会社のうち、該当する信託業務を営む会社は平成13年度から平成16年度までは当社

１社、平成17年度は当社及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社です。 
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  なお、ＵＦＪ信託銀行株式会社の主要な経営指標等の推移は次のとおりであります。 

 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 
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３．第１期中間配当についての取締役会決議は平成17年11月24日に行いました。 

４．第128期の１株当たり当期純損失は、当期純損失から該当期の優先株式配当金総額を控除した金額を、

期中平均発行済普通株式数で除して算出しております。 

５．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、純損失が計上された該当期においては記載しており

ません。 
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なお、ＵＦＪ信託銀行株式会社の主要な経営指標等の推移は次のとおりであります。 

 

回次 第64期 第65期 第66期 第67期 

決算年月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月 

経常収益 百万円 263,707 207,396 210,892 192,892



― 9 ― 

 

回次 第64期 第65期 第66期 第67期 
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２ 【沿革】 

 
昭和２年３月10日 三菱信託株式会社が、信託業法に基づき、資本金3,000万円(内払込資本金750万

円)をもって三菱系の信託会社として設立される。 
昭和23年８月２日 三菱信託株式会社は、普通銀行業務を併営することとし、商号を朝日信託銀行

株式会社に改称。 
昭和24年５月16日 朝日信託銀行株式会社は、東京証券取引所に普通株式を上場。 
昭和27年６月１日 朝 日 信 託 銀 行 株 式 会 社 は 、 商 号 を 三 菱 信 託 銀 行 株 式 会 社 に 改 称 。  昭 和 3 4 年 1 1 月 ２ 日  東 洋 信 託 銀 行 株 式 会 社 が 、株 式 会 社 三 和 銀 行 、 株 式 会 社 神 戸 銀 行 お よ び 野 村 證
昭 和 3 5 年 ４ 月 １ 日  東 洋 信 託 銀 行 株 式 会 社 は 、
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５ 【従業員の状況】 

(1) 連結会社における従業員数 
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５．地域の発展に寄与すると共に、環境に配慮した企業活動を通じ、 

  持続可能な社会の実現に貢献する。 

６．グループ社員が専門性を更に高め、 

  その能力を発揮することができる、機会と職場を提供していく。 

 

＜経営ビジョン＞ 

信託業務の新たな発展に貢献し、 

信託銀行として最高のサービスを提供する。 

 

当社グループを含むＭＵＦＧグループでは、グローバルな競争を勝ち抜く「世��ｲ戯qの�砕��裏

な��裡機ｭoの芽珍�懇ｯ�ン4ﾇン4�ﾅ、�� 

�Jﾘｯh,X��fXn粟�,ﾈﾘ(*(��ｺ9�ﾉ|ﾘﾆﾈ｠(.洟貧停ﾈ5H��





― 20 ― 

(1) 国内・海外別収支 

信託報酬は、1,023億円となりました。資金運用収支は、国内で1,676億円、海外で146億円となり、

相殺消去を控除した結果、合計では1,806億円となりました。また、役務取引等収支は、国内で

1,285億円、海外で23億円となり、相殺消去を控除した結果、合計では1,326億円となりました。 
 

国内 海外 相殺消去額(△) 合計 
種類 期別 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)
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(2) 国内・海外別資金運用／調達の状況 

資金運用勘定の平均残高は、国内・海外合計で貸出金及び有価証券を中心に16兆8,390億円となり、

利回りは1.68％となりました。一方、資金調達勘定の平均残高は、国内・海外合計で預金を中心に

16兆9,113億円となり、利回りは0.61％となりました。 
 
① 国内 

 

平均残高 利息 利回り
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平均残高 利息 利回り

種類 期別 
金額(百万円) 金額(百万円) (％) 

三菱信託銀行株式会社 14,501,172 47,482 0.32前連結 
会計年度 



前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 25,591 349 1.36

前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 5,122 82 1.61
うちコールローン
及び買入手形 

当連結会計年度 ― ― ―

三菱信託銀行株式会社 ― ― ―
前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 ― ― ―うち買現先勘定 

当連結会計年度 ― ― ―

三菱信託銀行株式会社 1,029,672 18,630 1.80

前連結 

会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 ― ― ―

前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 6,024 98 1.63うち預け金 

当連結会計年度 371,096 12,513 3.37
 



• \  2 5  • \   
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③ 合計 
 

平均残高(百万円) 利息(百万円) 

前連結 

会計年度 ＵＦＪ信託銀行 
株式会社 
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平均残高(百万円) 利息(百万円) 

資金調達勘定 

当連結会計年度 17,243,974 332,609 16,911,364 108,861 5,339 103,521 0.61

三菱信託銀行株式会社 10,561,919 83,858 10,478,061 40,726 163 40,562 0.38

うち債券貸借取
引受入担保金 
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(3) 国内・海外別役務取引の状況 

役務取引等収益は、国内では信託関連業務を中心に1,455億円となりました。また、海外では保護

預り・貸金庫業務を中心に40億円となり、相殺消去額73億円を控除した結果、合計では1,421億円と

なりました。一方、役務取引等費用は、合計では95億円となりました。 
 

国内 海外 相殺消去額(△) 合計 

前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 558 9 ― 568

三菱信託銀行株式会社 1,488 106 0 1,594

前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 295 ― ― 295
うち保護預り・ 
貸金庫業務 

当連結会計年度 418 1,309 710 1,016

三菱信託銀行株式会社 1,339 138 110 1,368
前連結 
会計年度 
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(4) 国内・海外別特定取引の状況 

① 特定取引収益・費用の内訳 

特定取引収益は、商品有価証券収益を中况は！25億��｀´乗ましこ召ｸ囎v商定取引収用の楠商定

前連結 
会計年度 ＵＦＪ信託銀行株式会社 ― ― ― ―

うち特定取引 
有価証券収益 

当連結会計年度 ― ― ― ―

前連結 



前連結 
会計年度 

�づ�会計年度 

うち商品有価証券 

当連結会計年度 10,243 368 ― 10,611

前
連
結
 

会
計
年
度

 

Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社

―

―

―
 

―

前連結 
会計年度

 
ＵＦＪ信託銀行株式会社 ― ― ― ―

うち特定取引 
有価証券 

当連結会計年度 ― ― ― ―
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国内 海外 相殺消去額(△) 合計 

種類 期別 
金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

三菱信託銀行株式会社 31,200 16,442 ― 47,642
前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 2 5,935 ― 5,937特定取引負債 

当連結会計年度 45,975 9,518 ― 55,493

三菱信託銀行株式会社 ― ― ― ―
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前連結会計年度 

地上権 2,752 0.00 16,525 0.05 17,805 0.01

土地の賃借権 31,182 0.05 14,837 0.04 52,094 0.04

その他債権 2,312,741 4.05 819,269 2.27 3,359,635 2.69

コールローン 969,813 1.70 426,775 1.18 3,993,863 3.20

銀行勘定貸 2,342,436 4.10 1,337,922 3.70 2,429,068 1.95

現金預け金 2,07?!.72 l920

合計 57,141,197 100.00 36,133,931 100.00 124,710,329 100.00
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負債 

前連結会計年度 
(平成17年３月31日) 

三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社

当連結会計年度 
(平成18年３月31日) 科目 

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)
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‚»‚Ì‘¼ 538,224 539,726 1,077,950740,401405,8091,146,2111,204,668 716,654 1,921,322

•ÂŒ •ž‹p•€”õ‹à 545 •\ 545•\•\•\617 •\ 617

“Á•Ê—¯•Û‹à •\ 4,844 4,844•\3,4713,471•\ 5,806 5,806
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(6) 銀行業務の状況 

前連結 会計年度 ＵＦＪ信託銀行株式会社 2,741,1� 9,783 ― 2,750,906

前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 748,894 ― ― 748,894うち流動性預金 

当連結会計年度 2,385,149 35,095 21,267 2,398,977

三菱信託銀行株式会社 7,221,848 732,353 6,920 7,947,280
前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 1,926,720 ― ― 1,926,720
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③ 国内・海外別有価証券の状況 

○ 有価証券残高(末残) 
 

国内 海外 相殺消去額(△) 合計 

地方債 

当連結会計年度 100,343 ― ― 100,343

前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 54,714 ― ― 54,714社債 

当連結会計年度 449,210 ― ― 449,210

前連結 
会計年度 

ＵＦＪ信託銀行株式会社 413,924 ― ― 413,924

三菱信託銀行株式会社 954,690 896,970 18,748 1,832,912
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(単体情報) 

(参考) 

当社の単体情報のうち、参考として以下の情報を掲げております。 

 

１．損益状況(単体) 

(1) 損益の概要 
 

前事業年度 
(百万円) 

 
三菱信託銀行
株式会社(A)

ＵＦＪ信託
銀行株式会社

前事業年度 
(百万円!s

(百侭~!s

��,ﾈ&X&�,ﾈ�Y6�2ﾃン���8,331 ��,ﾈ&X&刳ｯ8兜s良債権初 揀�楮�3,313 8,851d29D輛��｢2,814

貸出金償却 3,313 9,530 398 △2,914

その他の与信関係費用 ― △678 29 29
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３．ROE(単体) 
 

前事業年度 
(％) 

  
三菱信託銀行 
株式会社(A'
株式�(A'
(％# (�ﾉ�ﾐ(A) 
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４．預金・貸出金等の状況(単体) 

(1) 信託勘定 

① 元本補てん契約のある信託の元本・貸出金の残高 
 

前事業年度 
(百万円) 
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信用状 1 226 ― ― 1 370

保証 248 195,294 257 79,065 293 236,436

計 249 195,520 257 79,065 294 236,807

６．内国為替の状況(単体) 
 

前事業年度 

送 金 為 替  
各 地 よ り 受 け た 分  1 , 4 2 6 2 2 , 2 4 9 , 5 2 1 8 6 2 1 2 , 0 7 5 , 3 7 6 1 , 8 5 4  2 9 , 8 9 7 , 9 8 7

 

７．外国為替の状況(単体) 
 

前事業年度 

三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社
当事業年度 

区分 

金額(漂Zﾉ¥H6印�)

285,922 1,293｢��
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(自己資本比率の状況) 

(参考) 

自己資本比率は、銀行法第14条の２の規定に基づ

新株式申込証拠金  ― ― 

新株式払込金  ― ― 

資本剰余金  274,752 582,419 
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ＵＦＪ信託銀行株式会社 

自己資本比率は、銀行法第14条の２の規定に基づき自己資本比率の基準を定める件(平成５年大蔵省告

示第55号。以下、「告示」という)に定められた算式に基づき、連結ベースと単体ベースの双方について

算出しております。 

新株式払込金  － 

資本剰余金  57,699 

利益剰余金  △27,913 

連結子会社の少数株主持分  71 

うち海外特別目的会社の発行する優先出資証券  － 

その他有価証券の評価差損(△)  － 

自己株式払込金  － 

自己株式(△)  － 

為替換算調整勘定  △1,033 

営業権相当額(△)  37 

連結調整勘定相当額(△)  － 

計 (Ａ) 309,323 

計  143,229 

補完的項目 

うち自己資本への算入額 (Ｂ) 143,229 

控除項目 控除項目(注４) (Ｃ) 88,581 

自己資本額 (Ａ)＋(Ｂ)－(Ｃ) (Ｄ) 363,971 

資産(オン・バランス)項目  2,974,077 
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単体自己資本比率(国際統一基準) 
 

平成17年３月31日 平成18年３月31日
項目 

金��蔚9iﾈ伶)
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２．告示第15条第１項第４号に掲げる負債性資本調達手段で次に掲げる性質のすべてを有するものでありま

す。 

 (1) 無担保で、かつ、他の債務に劣後する払込済のものであること 

 (2) 一定の場合を除き、償還されないものであること 

 (3) 業務を継続しながら損失の補てんに充当されるものであること 

 (4) 利払い義務の延期が認められるものであること 

３．告示第15条第１項第５号及び第６号に掲げるものであります。ただし、期限付劣後債務は契約時におけ

る償還期間が５年を超えるものに限られております。 

４．告示第17条第１項に掲げる他の金融機関の資本調達手段の意図的な保有相当額であります。 

５．平成18年３月31日の「繰延税金資産に相当する額」の該当はありません。なお、「繰延税金資産の算入

上限額」は456,845百万円であります。 
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(資産の査定) 

(参考) 

資産の査定は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」(平成10年法律第132号)第６条に基

づき、当社の貸借対照表の貸出金、外国為替、その他資産中の未収利息及び仮払金、支払承諾見返の各

勘定に計上されるもの並びに貸借対照表に注記することとされている有価証券の貸付けを行っている場

合のその有価証券(使用貸借又は賃貸借契約ににr

薗憩｠ｩ.ぺﾘｴﾁBﾖﾂ訂
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当社の業務を適切にモニターし、管理するための有効かつ適切な内部統制を構築・維持していく

には、不断の努力が必要です。当社は、子会社・
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(ご参考) 金融再生法開示債権の状況 

前事業年度は三菱信託銀行株式会社・ＵＦＪ信託銀行株式会社の計数を合算して表示しております。 

 

金融再生法開示債権および金融再生法開示区分毎の引当および保全状況は以下のとおりであり

ます。 

金融再生法開示債権は前事業年度比1,779
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(5) 資本の部 

資本の部合計は、前連結会計年度比5,491億円増加して１兆5,753億円となりました。 

資本剰余金は、ＵＦＪ信託銀行株式会社の資本金を引継いだことなどから、前連結会計年度比

3,076億円増加して5,824億円となりました。 

その他有価証券評価差額金は、株価の上昇により、前連結会計年度比2,315億円増加して3,806

億円となりました。 

 

前連結会計年度(億円) 

 三菱信託銀行 
株式会社(A) 

ＵＦＪ信託銀行
株式会社 

当連結会計年度 
(億円) 
(B) 

前連結会計年度
比(億円) 
(B)－(A) 

資本の部合計 10,262 3,463 15,753 5,491

資本金 3,242 2,805 3,242 ―

資本剰余金 2,747 576 5,824 3,076

利益剰余金 2,927 △279 3,020 92

土地再評価差額金 △95 119 △110 △14

その他有価証券評価差額金 1,491 251 3,806 2,315
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（ご参考） 

16年度は、三菱信託銀行株式会社及びＵＦＪ信託銀行株式会

� � ' H & X & � � ﾙ � X ｾ ( ﾗ 8 ｩ H � 檍 � � ﾆ � ' H & X & � � ﾙ � X ｾ ( ﾗ 8 ｩ H � 檍 � � ﾌ 合 ( � � ﾌ 計 姓 B � ¥ H 譏 & X ﾉ B ｧ 育 緯 � ' ﾘ � ｢ �

｢ �

�ﾌかBｿ貸��X�合同��ﾙ�報酬�竡�eｪ猿Xﾞ�ｬy譚倨あ育��1"ﾃ3邸厰凭�ﾆ�ﾇ倡緯�&仗��杏溘ﾞ�ｬ�厂ﾘ���恚凝fｴ气益$ь般貸�<傀当弾繰入甍X�����Zｨ倡沾�ｰ前)�,ﾘ�0iD

度比168億円減少して2,620億円となりました。 

 一方、株式等償却の減少による株式等関係損益の改善(219億円)や、多額の貸倒引当金戻入益の計上に
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２ 【主要な設備の状況】 

当連結会計年度末における主要な設備の状況は次のとおりであります。 

 

信託銀行業 
(平成18年３月31日現在) 

土地 建物 動産 合計 
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３ 【設備の新設、除却等の計画】 
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第４ 【提出会社の状況】 

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等��① 【株式の総数��

計 4,700,008,000 

(注) １．当社定款におきまして、優先株式につき消却または普通株式への転換があった場合は、これに相当する

株式数を減ずる旨規定しております。なお、当社第１期定時株主総会等(平成18↑咊闔�%&x↑�?｢暢きま!A優�:�

規定を削除する旨決議しております。 
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(5) 【大株主の状況】 

① 普通株式 

平成18年３月31日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
(千株) 

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)
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(6) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 
平成18年３月31日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 
所有株式数
(千株) 
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 
所有株式数
(千株) 昭和49年４月 三菱信託銀行株式会社入社 

平成13年３月 当社梅田支店長 

平成15年４月 当社個人業務推進部長 

平成15年６月 当社執行役員個人業務推進部長 

平成16年10月 当社執行役員リテール企画推進部
長 

常務取締役 ― 見 田   元 昭和25年12月15日 

平成17年10月 三菱UFJ信託銀行株式会社常務取
締役(現職) 
株式会社三菱UFJフィナンシャ
ル・グループ常務執行役員リテー
ル連結事業本部副本部長(現職) 

― 

昭和49年４月 三菱信託銀行株式会社入社     

平成16年３月 当社執行役員京都支店長 
平成17年10月 三菱UFJ信託銀行株式会社執行役

員京都支店長 
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役名 職名 氏名 生年月日 生 当社執行役員総務部長 

平成13年６月 同社大阪支店副支店長 

昭和36年４月 三菱地所株式会社入社 

昭和59年４月 弁護士登録 

 銀座法律事務所(現阿部・井窪・

片山法律事務所)入所(現職) 



• í – ± Ž · • s – ð ˆ õ   ‹ à • ã  • F  

• í – ± Ž · • s – ð ˆ õ   ‘ • “ c — F • v  

• í – ± Ž · • s – ð ˆ õ  Œ o ‰ c Š é ‰ æ • ” ’ ·  Œ ‹ • é ‘ × • ½  

• í – ± Ž · • s – ð ˆ õ   Ž á — Ñ ’ C — Y  

Ž · • s – ð ˆ õ  – @ • l Š é ‰ æ • „ • i • ” ’ ·  Š • ‰ Y • q – ¾  

Ž · • s – ð ˆ õ  ‰ c ‹ Æ ‘ æ ‚ V • ” ’ ·  • X • è • ƒ • ¬  

Ž · • s – ð ˆ õ  ‰ c ‹ Æ ‘ æ ‚ U • ” ’ ·  – { ‹ ½  â t  

Ž · • s – ð ˆ õ  • s “ ® Ž Y ƒ J ƒ X ƒ g ƒ f ƒ B • ” ’ ·  • ÷ ˆ ä  Ž À  

Ž · • s – ð ˆ õ  Ž ‘ Ž Y ‹ à — Z ‘ æ ‚ P • ” ’ ·  • ½ – ì ‹ ` ” V  

Ž · • s – ð ˆ õ  ‰ c ‹ Æ ‘ æ ‚ P • ” ’ ·  • ¬ — Ñ Š ² • ¶  

Ž · • s – ð ˆ õ  ƒ v ƒ ‰ ƒ C ƒ x • [ ƒ g ƒ o ƒ “ ƒ L ƒ “ ƒ O ‰ c ‹ Æ • ” ’ ·  ’ † ‘ º — T ˆ ê  
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② 第１期事業年度のその他の取組状況 

・個人情報の保護につきましては、平成17年４月１日付で施行された「個人情報の保護に関す

る法律」への対応として、同法および「金融分野における個人情報保護に関するガイドライ

ン」等に基づき、個人情報管理規則等を制定し、個人情報に係る厳格な管理体制を整備する

とともに、個人情報zX�h

緒法」および「個身諒v･等の保護に訟捺ど諒ｧJ併}�v等に法暹に基づひ即のg畳�"ｵオ�奄ﾉ��

施103,他拭7｠゜��7吹K係にお�%：斗蒸の慊人A@即��のg藷謔ﾈな,t、��ﾇ畔な即のg畳�%<若庫
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１ 【連結財務諸表等】 

(1) 【連結財務諸表】 

① 【連結貸借対照表】 

 

前連結会計年度 (0(連剣ｽ成
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② 【連結損益計算書】 
 

  
前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

  有価証券利息配当金  121,055 14,271  129,483

  コールローン利息及び 
  買入手形利息 

 193 86  553

 役務取引等収益  84,432 73,869  142,158

 特定取引収益  7,124 860  2,516

 その他業務収益  39,748 17,421  51,940

 その他経常収益 ※１ 40,425 18,681  39,783

経常費用  371,912 71.66 209,035 99.97 398,224 63.93

  その他の支払利息  9,554 7,552  11,376
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③ 【連結剰余金計算書】 
 

前連結会計年度 

資本剰余金増加高  ― ― 307,667 

 合併に伴う増加高  ― ― 307,667 

資本剰余金期末残高  274,752 57,699 582,419 

(利益剰余金の部)     

利益剰余金期首残高  216,076 34,360 292,769 

利益剰余金増加高  109,829 84 213,979 
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④ 【連結キャッシュ・フロー計算書】 
 

前連結会計年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

Ⅰ 営業活動による 
  キャッシュ・フロー 

    

 税金等調整前当期純利益(△は
税金等調整前当期純損失) 

 180,671 △4,843 269,105 
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前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)  

三菱信託倶�
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前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)  

三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

外連結会計年度 
(自 平成76年４月１日 
至 平成87年３月31日) 

(2�)!��価証券の評価基準及
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前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)  

三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

当連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

 (11) 外貨建資産・負債の換

算基準 

  当社の外貨建資産・負

債及び海外支店勘定は、

取得時の為替相場による

円換算額を付す関連会社

株式�式鉛@



― 124 ― 

 
前連結会計年度 
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前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)  

三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

当連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

  おります。ヘッジ有効性

評価の方法については、

外貨建金銭債権債務等の

為替変動リスクを減殺す

る目的で行う通貨スワッ

プ取引等をヘッジ手段と

し、ヘッジ対象である外

貨建金銭債権債務等に見

合うヘッジ手段の外貨ポ

ジション相当額が存在す

ることを確認することに

よりヘッジの有効性を評

価しております。 

  また、外貨建関連会社

株式及び外貨建その他有

価証券(債券以外)の為替

変動リスクをヘッジする

ため、同一通貨渇ﾝスワッ
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追加情報 

 

前連結会計年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

当連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

(固定資産の減損に係る会計基準) 

  「固定資産の減損に係る会計基

準」(平成14年８月９日 企業会

計審議会)及び企業会計基準適用

指針第６号「固定資産の減損に係

る会計基準の適用指針」(平成15

年10月31日 企業会計基準委員

会)が平成16年３月31日に終了す

る連結会計年度に係る連結財務諸

表から適用できることになったこ

とに伴い、前連結会計年度から同

会計基準及び同適用指針を適用し

ております。 

 

―――――― 

 

―――――― 

(外形標準課税制度の導入) 

  「地方税法等の一部を改正する
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前連結会計年度 
(平成17年３月31日) 
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(連結損益計算書関係) 

 

前連結会計年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 
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(連結キャッシュ・フロー計算書関ﾘ�� ﾂ �

前 延 � ﾈ ｹ � ﾇ 年 度 ﾂ �
( 龕 ) [ ﾙ � ﾀ 1 y D � % 1 瑚 % � ? ｬ  
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(有価証券関係) 

※１．連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「特定取引資産」中の商品有価証券、コマーシャル・

ペーパー及び短期社債並びに「買入金銭債権」中の商品投資受益権等を含めて記載しておりま

す。 

※２．「子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの」については、財務諸表における注記事項と

して記載しております。 

 

Ⅰ 前連結会計年度 
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 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

１．売買目的有価証券(平成17年３月31日現在) 
 

 連結貸借対照表計上額(百万円) 
当連結会計年度の損益に 
含まれた評価差額(百万円) 

 

 

取

得

原

価

 

(

百

万

円

)

 

連

結

貸

借

 

対

照

表

計

上

額

(

百

万

円

)

 

評

価

差

額

 

(

百

万

円

)

 

う

ち

益

(

百

万

円

)

 

う

ち

損

(

百

万

円

)

地方債 2,698 2,805 107 112 5 

合計 1,832,602 1,870,342 37,740 75,930 38,189 

刻 繩 z � � 、 株 式 � � � � い て � �

区分毎に次のとおり定めております。 

破綻先、実質破綻先、破綻懸念先 時価が取得原価に比べて30％以上下落 
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４．当該連結会計年度中に売却したその他有価証券(自 平成17年４月１日 至 平成18年３月31日) 
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(金銭の信託関係) 

Ⅰ 前連結会計年度 

 三菱信託銀行株式会社 

１．運用目的の金銭の信託(平成�
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(3) 取引に係るリスクの内容 
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２．取引の時価等に関する事項 

(1) 金利関連取引(平成17年３月31日現在) 
 

区分 種類 
契約額等 
(百万円q�o�ｧｩ9��(百�0R健ｴ梔ｲ燼甥q3o�9�(百恪凾ﾁｹ�`
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(2) 通貨関連取引(平成17年３月31日現在) 

 

区分 種類 
契約額等 
(百万円) 

契約額等のう
ち１年超のも
の(百万円) 

時価 
(百万円) 

評価損益 
(百万円) 

売建 ― ― ― ―

売建 ― ― ― ―

店頭 

その他 
買建 ― ― ― ―

(3) 株式関連取引(平成17年３月31日現在) 

 

区分 種類 
契約額等 
(百万円) 

契約額等のう
ち１年超のも
の(百万円) 

時価 
(百万円) 

評価損益 
(百万円) 

有価証券店頭オ
プション 買建 2,312 0 11 △3

株式指数変化率受取
・短期変動金利支払

― ― ― ―
有価証券店頭指
数等スワップ 短期変動金利受取・

株式指数変化率支払
― ― ― ―
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(3) 取引に係るリスクの内容 
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２．取引の時価等に関する事項 

(1) 金利関連取引(平成18年３月31日現在) 
 

区分 種類 

金 利 先 渡 契 約      

 売 建  ―  ―  ―  ―  

 買 建  ―  ―  ―  ―  

金 利 オ プ シ ョ ン      

 売 建  ―  ―  ―  ―  

 買 建  ―  ―  ―  ―  

キ ャ ッ プ ・ フ ロ ア ー      

 売 建  1 5 3 , 1 2 2  1 0 8 , 5 4 6  △ 6 3 7  △ 2 9 0  

 買 建  1 4 5 , 0 3 1  1 0 4 , 3 8 7  5 8 1  4 5 6  

金 利 ス ワ ッ プ シ ョ ン      

 売 建  2 1 7 , 3 7 9  4 7 , 1 8 7  △ 5 , 2 1 5  △ 3 , 3 6 1  

 買 建  2 1 7 , 0 1 1  4 8 , 2 9 5  4 , 9 4 0  4 , 0 1 5  

    

 売 建  ―  ―  ―  ―  

店 頭  

 買 建  ―  ―  ―  ―  
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(退職給付関係) 

前連結会計年度 

三菱信託銀行株式会社 

１．採用している給付制度の概要 

当社は社員等に対し、厚生年金基金、適格退職年金、退職一時金制度を有しており、退職一時

金制度については平成13年３月期より、厚生年金基金制度については平成15年３月期より退職給

 

２．退職給付債務に関する事項 
 
前連結会計年度 
(平成17年３月31日) 

年金資産 (Ｂ) 345,151

未積立退職給付債務 (Ｃ)＝(Ａ)＋(Ｂ) 66,079

未認識過去勤務債務 (Ｇ) △3,194

連結貸借対照表計上縁�8� (Ｓ���(�"��ｰ(�2��ｰ(���ｰ(３��ｰ(Ｇ ﾃ�92ﾉ61@
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４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

 

区分 前連結会計年度(平成17年３月31日) 

(1) 割引�
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３．退職給付費用に関する事項 

 

前連結会計年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 







１．繰延税金資産及び繰延税金負債

の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産 

  税務上の繰越
欠損金 

  その他 △2,913百万円
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(セグメント情報) 

【事業の種類別セグメント情報】 
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【関連当事者との取引】 
 

Ⅰ 前連結会計年度(自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日) 

三菱信託銀行株式会社 

(1) 親会社及び法人主要株主等 

関係内容 
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⑤ 【連結附属明細表】 

【社債明細表】 
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【借入金等明細表】 
 

区分 
前期末残高 
(百万円) 

当期末残高 
(百万円) 

平均利率(％) 返済期限 
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２ 【財務諸表等】 

(1) 【財務諸表】 

① 【貸借対照表】 

 

前事業年度 
(平成17年３月31日) 

(平成17年３決31日) 

構成比
(％)

(資産の部)   

現金預け金  1,115,757 6.75 322,604 6.25 798,172 4.27

 現金  37,606 26,189  53,893

 預け金  1,078,151 296,414  744,279

コールローン  357,304 2.16 ― ― 25,293 0.14

債券貸借取引支払保証金  353,760 2.14 ― ― 233,697 1.25

買入金銭債権  83,857 0.51 47,395 0.92 151,415 0.81

特定取引資産 ※9 336,860 2.04 33,767 0.65 314,489 1.68

 商品有価証券  16,384 2,288  10,243

 商品有価証券派生商品  ― ―  27

 特定金融派生商品  48,301 8,081  45,904

 その他の特定取引資産  272,174 23,396  258,314

金銭の信託  7,001 0.04 ― ― 13,001 0.07

有価証券 
※1, 
2,9 

5,111,660 30.91 1,961,203 38.04 5,791,091 30.99

 国債  1,949,074 1,357,763  1,880,380
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前事業年度 
(平成17年３月31日) 

  

三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

当事業年度 
(平成18年３月31日) 

区分 
注記 
番号 
金額(百万円)

構成比
(％)
金額(百万円)

構成比 
(％) 
金額(百万円) 

構成比
(％)

(負債の部)   

預金  10,212,521 61.76 2,754,141 53.42 11,889,329 63.62

 当座預金  118,807 59,370  174,237

 普通預金  1,358,899 680,586  2,108,345

 貯蓄預金  0 ―  0
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② 【損益計算書】 
 

  
前事業年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

  三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

当事業年度 
(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)

区分 
注記 
番号 
金額(百万円)

百分比
(�?z
金額(百万円) 

百分比
(％)

経常
収

 

244,
799

45,2
52

 

274,
139

  貸出金利息  96,103 31,783  109,555

  有価証券利息配当金  120,864 12,714  129,996

  コールローン利息  192 9  542

  買現先利息  0 ―  0

  その他の受入利息  9,295 536  10,813

  商品有価証券収益  780 68  191

  特定取引有価証券収益  17 ―  ―

  特定金融派生商品収益  4,414 616  ―

  その他の特定取引収益  113 175  171

 その他業務収益  39,360 9,855  51,392
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前事業年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

  三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

当事業年度 
(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)
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前事業年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 
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③ 【利益処分計算書及び損失処理計算書】 

前事業年度 

区分 
注吉e
(△は当期未処理損失) 

 114,565 △42,796 △1,955 

利益処分額 
(△は損失処理額) 

 93,964 △42,796 25,429 

 第一回第三種優先株式配当金  ― ― 
(１株につき５円30銭)

0 

 第二回第三種優先株式配当金  ― ― 
(１株につき11円50銭)

2,015 

 普通株式配当金  
(１株につき６円78銭)

13,964 
― 
(１株につき８円10銭)

23,413 

 任意積立金  80  80,000 ― ― 

 資本準備金取崩額  ― 42,796 ― 

次期繰越利益  20,600 ― 22,614 

     























― 201 ― 

注記事項 

(貸借対照表関係) 
 

前事業年度 
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前事業年度 
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前事業年度 
(平成17年３月31日) 

三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

当事業年度 
(平成18年３月31日) 

 ※11．ヘッジ手段に係る損益又は評

価差額は、純額で「繰延ヘッジ

利益」として計上しておりま

す。
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(税効果会計関係) 

  その他 △2,868百万円

 繰延税金負債 
 合計 

△104,668百万円

 繰延税金資産の
純額 

145,614百万円

  

１．繰延税金資産及び繰延税金負債

の発

繰延税金資産 

 繰越欠損金 131,010百万円
  有価証券評価
損 

83,331百万円

  貸鍍引当金損
金算入限度超
過額 

36,492百万円

  その他 11,294百万円

 繰延税金資産 
 小計 

262,129百万円

 評価性引当額 △107,998百万円

 繰延税金資産 
 合計 

154,130百万円

繰延税金負債 

 繰 延 税 金 負 宰  

円 � 債

の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産 

  税務上の繰越
欠損金 

213,470百万円

  有価証券償却
有税分 

114,947百万円

  貸倒引当金 51,031百万円
  退職給付引当
金 

17,771百万円

  その他 22,320百万円

 繰延税金資産 
 小計 

419,542百万円

 評価性引当額 △135,625百万円

 繰延税金資産 
 合計 

283,917百万円

繰延税金負債 

券 評 L 何 ｷ 額 � △ 2 5 9 , 5 1 2 百 沫 L ~
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(重謡な後発事象)  

前事業年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 
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前事業年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

三菱信託銀行株式会社 ＵＦＪ信託銀行株式会社 

当事業年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 当児



― 213 ― 

 
前事業年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 
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前事業年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

(自 平成q6年４月１日 
至 平成�7年３月31日) 
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有形固定資産   

 土地 ― ― ― 54,032 ― ― 54,032

 建物 ― ― ― 112,564 70,506 3,583 42,058

 動産 ― ― ― 55,391 37,699 3,527 17,691
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(2) 【主な資産及び負債の内容】 

当事業年度末(平成18年３月31日現在)の主な資産及び負債の内容は、次のとおりであります。 

 

① 資産の部 

預け金 他の銀行への預け金496,068百万円、日本銀行への預け金240,183百万円その他

であります。 

その他の証券 外国証券1,301,166百万円その他であります。 

前払費用 金利スワップ支払利息500百万円その他であります。 
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独立監査人の監査報告書 

甜衰ﾃ�yD�%Xﾈ�#�?

 



独 立 監  査 報 告 書 

平成１７年６月２９日

ユーエフジェイ信託銀行株式会社 
（商号 ＵＦＪ信託銀行株式会社） 

取 締 役 会  御 中 

当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられているユーエ

立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認ほお

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ユー

エフジェイ信託銀行株式会社（商号 ＵＦＪ信託銀行株式会社）及び連結子会社の平成１７年３月３１日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に

表示しているものと認める。 

  
追記情報 

重要な後発事象に記載されているとおり、連結財務諸表提出会社は株主総会の承認と関係当局の許認可等を前提に、平

成１７年４月２０日� 

中 央 青 山 監 査 法 人 

  
  指 定 社 員業務執行社員 

公認会計士 山 手   章 

      

  指 定 社 







 •¸  •ñ  ••  •‘  
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当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられているユーエ

フジェイ信託銀行株式会社（商号 ＵＦＪ信託銀行株式会社）の平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日までの第

６７期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、損失処理計算書及び附属明細表について監査を行っ

判断している
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はないなﾟ�
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